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平成３０年度 ５月定例会会議録 

 

◎招集年月日  平成３０年５月２１日（月） 

◎開催日時  平成３０年５月２９日（火） 午後３時～午後４時４６分 

◎場   所  伊那市役所 庁議室 

◎出 席 委 員  笠原教育長、北原教育長職務代理者、宮脇教育委員、田畑教育委員、原田 

教育委員 

◎欠 席 委 員  なし 

◎出 席 職 員  馬場教育次長、吉田学校教育課長、小松生涯学習課長、捧文化振興課長、 

宮下スポーツ振興課長、中村指導主事、北澤指導主事、山崎教育総務係長 

 

１ 開  会 

 

２ 教育長あいさつ 

 

３ 委員のひと言（教育長） 

 

・別紙資料、資料「平成３０年度 伊那市教育委員会運営方針（案）」に基づき、「教

育理念」「教育施策の大綱の基本目標」について発表 

・委員から、教育理念の部分では、教育長の思いのこもった「子どもに発し、子ど

もに還る」という言葉をいただいた。これからの運営にあたり、考え方を示しな

がら進めてほしいとの意見があった。 

     ・職務代理者から、教育理念に共感できる、特に一段目で「子どもたちの学ぼうと

する表情の美しさ」が出ている点。二段目で「子どもたちの生きる力を育む」と

いうところでは「子どもたちが学ぶことを、自分の総力で当たれば何とかなる」

と体得する過程には、自己評価、自分を見返しながら新たなものを作り上げてい

く営みがあると思う。獲得した知識・理解を元に総力を上げて解決する点、２点

の姿勢が大事だと思うとの発言があった。 

・委員から、中学２年生全員が一堂に会しての「キャリアフェスの開催」がキャリ

ア教育を推進することだと受け取られがちだが、あくまでも、幼小中高とキャリ

ア教育をつなげていって、この地域に住むこと自体が、自身のキャリアを形成し

ていく教育になるということを柱に据えておく必要がある。「キャリアフェスの実

施等によるキャリア教育の推進」というと、手段と目的が逆転してしまうので、

キャリア教育の推進を柱にする表現にしていただきたい。学校教育課の重点施策

として「暮らしのなかの食」の次に「キャリア教育」として入れることを検討し

てほしいとの発言があった。 

 

４ 会議事項 

   第１ 教育長報告 

 

・資料に基づき教育長報告 

・委員から、キャリア教育産学官交流会に関して、５回目となり飯島町を会場に開
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催されたが、「自由な発言ができる場所」との感想をいただいている。 

太田副知事も「県下でも非常にまれな取り組みとして、長野から注目している。

他の地域ではこうした取り組みは行われておらず、上伊那でどうしてこれだけの人

が集まるのか、熱を入れられるのか、地域の持つ力であり、今後も大事にしていき

たい。」と話された。 

 文部科学省の長田講師の講演も非常に好評だった。第２部の懇親会のなかで、「中

央からお願いする横文字教育や英語教育など、課題を地域に発信しているが、それ

がどのように実行され、受け止められているかについて、非常に難しい部分がある。

中央から地方へというより、これからの教育は、地方発信で中央から出ているもの

と融合して、子どもたちによりよい方向を目指していくという、地方発信で教育が

進む時代になる。」と力強く言っていただいた。そういう意味で、教育委員も現場

との乖離が起きないよう、現場の先生の想いを受け止め教育環境を整えていかなけ

ればいけないと学ばせてもらった。 

      先生や企業の参加が毎回数十人単位で増えており、３００人を超える出席となっ

た。次の開催地から手が上がったと聞いているので、引き続き協力をお願いし、お

礼申し上げるとの発言があった。 

 

第２ 議題 

（１）伊那市スポーツ推進審議会委員の委嘱について 

 

・資料に基づきスポーツ振興課長説明 

     ・教育長が諮ったところ、提案のとおり承認された。 

 

 第３ 報告事項 

（１) 平成 30年度伊那市民体育祭期日・会場一覧及び開会式担当について 

 

・資料に基づきスポーツ振興課長説明 

     ・職務代理者から、競技種目数について質問があり、スポーツ振興課長より、２９

種目であるとの説明があった。 

 

（２）伊那市陸上競技場無料開放について 

 

・資料に基づきスポーツ振興課長説明 

（質疑なし） 

 

（３）大学ラグビー招待試合の休止について 

 

・スポーツ振興課長より、伊那市陸上競技場の開始を記念して２１回にわたり開催

してきたが、２０１９年に日本で開催されるラグビーワールドカップを前に、今

年から海外チームが県内で合宿する状況を受け、実行委員会の構成団体である長

野県ラグビーフットボール協会の運営協力が得られないため、開催見送りとした。

来年以降は実行委員会で検討中であり、今年度に限っての休止措置であるとの報
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告があった。 

     （質疑なし） 

 

（４）共催・後援について 

 

・資料に基づき学校教育課長説明 

     （質疑なし） 

 

５ その他（教育次長）  

（１）６月の日程について 

（２）７月以降の主な行事予定について 

 

６ 閉  会 

 


